
 

 

   

4 回目は豊岡地区で養蜂・養殖を行っ

ている、ふるさと農園さんの施設見学

に行きました。 

農園近くのヘアリーベッチ畑から

ミツバチが密を集めています。 

この巣箱にミツバチが蜜を持ち帰りま

す。どんな味のはちみつになるのか楽

しみです！ 

   

ミツバチ 1 匹が一生に集められるはち

みつは、わずかティースプーン 1 杯ほ

どらしいです。 

スズメバチなどの外敵からミツバ

チを守るため、ペットボトルを活用

した罠を仕かけています。 

体に良いと言われているプロポリスも

作っています。 

   

ふるさと農園のはちみつは、ふるさと

納税の返礼品でもあります。 

ふるさと農園では、ホンモロコの養

殖も行っています。 

今は幼魚ですが、10 月には成魚とな

り、アグリパークなどで購入できます。 

   

ふるさと農園さんから塾生に、はちみ

つがプレゼントされました。 

江戸川河川敷を町内の酪農農家が

採草地として利用しています。 

続いて、加藤農園に移動し、柿の摘果

について講義を受けました。 
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加藤講師は豊岡柿出荷組合の会員で、主

に早生次郎柿を栽培しています！ 

柿畑に移動して、実際に摘果作業

にも挑戦してみましょう。 

大きく甘い柿を樹に残すためのノウハ

ウも教えてくれました。 

   

加藤講師の個別指導を真剣に聞いてい

ます！！ 

どれを切るか迷っています。 1 果ずつ見極めるため、集中力全開で

す。 

   

上手くなるには経験あるのみです。 コツを少しずつ掴んできました。 摘果した実は下に散らばっています。 

 

 

秋の収穫が楽しみです！ 

 

加藤講師は錦鯉も飼育しています。 本日も充実した研修を終えることができました。大変お疲れ様でした。 

農のサポーター育成塾とは、農家の担い手不足に対応するため、農業の応援団として生産現場で農家の農作業を手伝う援
農ボランティアを育成する事業です。 


